
「竹田市架け橋期のカリキュラム」について

～南部幼小モデルプランの作成を手がかりに～

大分県教育庁幼児教育センター



架け橋期のカリキュラムの作成までに

１．事例をとる

２．遊びや学びのプロセスを見取る

３． 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を
手掛かりに資質・能力等を見取る

４．互いのつながりを考える

見える化 互いの理解



架け橋期のカリキュラムの作成について

ｃｆ．「竹田市架け橋期のカリキュラム
（南部幼小モデルプラン）」

「竹田市架け橋期のカリキュラム（作成の視点）」

①②③④⇒竹田市で共通しておこなうもの
「竹田市架け橋期のカリキュラム開発会議 作業部会」で作
成したもの

⑤⑥⑦⇒各園・小学校で作成するもの
現在していることを各園・小学校で見直し、共通理解を図り
ながら作成するもの





① 「架け橋期に期待する子ども像」 （共通）

「架け橋期に期待する子ども像」を市町村の教育
ビジョンや現在の子どもの姿等から設定する



令和4年度竹田市学校教育ビジョン
【基本方針】主体的に学び、未来を創造する子どもの育成

【重点目標】

将来の予測が困難な時代において、情報を活用しながら他者と協力し自
分の考えを形成していくとともに主体的に学び続ける子どもを育成する

○情報活用能力 ○協働的な学び

○自分の考えを形成する力 ○主体的に学び続ける意欲

０～５歳 ５歳児 １年生 ～１８歳

〇どのような姿を期待するのか
〇どのような資質・能力を育むといいのか

架け橋期

「架け橋期に期待する子ども像」をどのようにして設定したか

架け橋期に



「幼保こ小合同研修会」（ブロック別・全教職員参加）
【目的】幼児教育と小学校教育の連携と接続・「架け橋プログラム」の理解
【内容】・小学校１年生の授業公開

・講義・演習「幼児教育と小学校教育の連携と接続の推進について
～『架け橋プログラム』の実施に向けて～」

研修会を踏まえ、教育ビジョンや現在の子どもの姿等をもとに、「架け橋期に
期待する子ども像」について、各小学校・園からアンケートをとる

教育委員会がとりまとめる

カリキュラム開発会議（架け橋協議会等）で協議・決定

「架け橋期に期待する子ども像」をどのようにして設定したか



② 「架け橋期に期待する子ども像」の
具体化（共通）

「架け橋期に期待する子ども像」に向けて、
幼児期の終わりまでにどのような資質・能
力を育みたいか、子どもの姿を具体化する



③遊びや学びのプロセス （共通）

「架け橋期に期待する子ども像」の育成に向けて、
遊びや学びのプロセスをどのように深めていくのか



④5歳児に必要な経験や体験（共通）

②のような子どもたちを育てるには、5歳児には
どのような経験や体験が必要なのか



⑤各園で展開される主な活動（各園で）

④を踏まえ、ねらいに基づいた各園で展開される主
な活動（幼小交流活動を含む）
＊【 】は遊び・活動例
＊◇遊びの中で期待する「幼児の終わりまでに
育ってほしい姿」（到達目標ではない）



⑤1年生の生活科を中心とした単元構成
(各小学校で）

（1年生と交流する場合は幼小交流活動を含む）
＊【単元名】 ◎主たる内容・（数字）内容 ⇒共通
＊☆幼児期からつながる「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」

＊太字の教科名＝合科的・関連的指導を行う教科
＊「スタートカリキュラム」の位置づけ（実施時期等）



⑥指導上の配慮事項(各園・小学校で)

〇園👉保育者の援助・環境の構成等
〇小👉教師の指導・環境づくり等

＊日頃の実践をもとに考える

各園 各小学校



⑦家庭や地域との連携（各園・小学校で）

〇幼児教育と小学校教育のつながりや「架け橋期の
カリキュラム」について、どのように理解を図るか
〇園・小学校で共通して行うこと
〇市全体で行う「体力づくりプログラム」
（たけたん体操）の普及 ⇒共通




